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運営に関する計画 《中期目標》

学校のアピールポイントなど

学校案内図

全国学力・学習状況調査の結果から明らかになった現状 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果から明らかになった現状

【安全・安心な教育の推進】 

（諏訪小の日常の様子　諏訪小ＨＰにて随時更新中）

１.学習活動の充実 ・・・ 子どもたちが興味・関心をもてるような授業展開を工夫しています。

出前授業の様子（パッカー車体験） 図画工作科や家庭科の様子 学年活動（調べ学習の発表）

キッズファミリー集会（ワイワイわんぱくランド）

修学旅行でのクラフト活動

見守り隊ありがとうの日 盆踊り教室 地域の交番との交流や消防車の見学

林間学習 音楽鑑賞会

C-NETとの外国語活動 コミュニケーションツール（カードゲーム）の導入

【令和7年度調査結果の概要】 【令和7年度調査結果の概要】 種目別平均値

【未来を切り拓くための学力・体力の向上】 

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】 

【これまでの取組の成果と今後取り組むべき課題】 

【学びを支える教育環境の充実】 

国語
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（18ページもあわせてご覧ください）

【 P32 に全国・大阪市平均を掲載。ご参照ください。】

2.児童間の交流 ・・・ お互いのよさを認め合えるような交流を心がけています。

3.体験的な活動の重視 ・・・ 見る・触れる・造るといった活動を重視しています。

4.地域との交流 ・・・ 学校と地域とでお互いに協力しながら、よりよい交流にしています。

5.子どもスポーツクラブの活動

【 概 要 】  諏訪小学校は本年度で創立９９周年を迎えます。在籍児童数は606名（令和8年５月１日現在）です。

【教育目標等】 豊かな心とたくましい体を育てる ○　心豊かな子ども ○　考える子ども
      ○　健康な子ども  ○　よく働く子ども

【 沿 革 等 】  ○昭和  2年10月25日 大阪市東成区左専道町に城東第二尋常小学校として開校
 ○昭和22年 大阪市立諏訪小学校と改称

・ 児童が安心して学校生活を楽しめるために、「学校に行くのは楽しい」と思える児童の割合を向上させる。
・ 児童が自信を持つことができるように、「自分には、よいところがある」と答える児童の割合を向上させる。

・ 学習者用端末を活用した学習を進めていき、利用日数を増加させる。
・ 教職員の連携を密にすることや研修を充実させることで、効率的に仕事に取り組み、教員の一人当たり平均時間外

勤務時間を校種別平均並みにする。

・ 対話を通した学びを定着させるために、「学校の友だちとの間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広
げたりすることができている」と答える児童の割合を向上させる。

・ 身体を動かすことの楽しさを実感できるような授業作りを行い、「運動やスポーツをすることは好き」と答える児童
の割合を向上させる。

　令和元年から7年まで、友だちと話し合う活動を通して、
自分の考えを深め、広げる力を伸ばす研究に取り組んで
きた。大阪市平均からは下回る結果となったが、学力の底
上げを目指して継続していく。
　算数科については、学習単元に応じて、習熟度別少人数
学習を取り入れ、個に応じたきめ細かい指導を続けている。

　国語、算数、理科ともに大阪市平均よりも上回った。
　また、平均無回答率も国語、算数は大阪市平均よりも上
回る結果となった。

　令和６年度から「『わかる』『できる』を児童が実感でき
る体育授業」を研究主題として体育科の授業研究に取り
組んでいる。また、児童がスポーツに親しみながら、体力
を向上させるための体育週間を実施していく。
・ 「なわとび週間」「かけあし週間」などの体育週間の実施
・ トップアスリート「夢・授業」（実施時期未定） サッカー、野球、拳法、スポーツチャンバラなどの

活動も盛んに行われています。

　男子は長座体前屈・５０ｍ走・立ち幅とび・ソフトボール
投げで大阪市平均を上回り、 女子はシャトルラン・５０ｍ
走・ソフトボール投げで大阪市平均を上回った。しかしな
がら、上体起こしや反復横跳びの結果が男女ともにかな
り低かった結果、体力合計点については、男女ともには大
阪市平均を下回っている。
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